
リップルノイズ測定機能を搭載した電子負荷装置

スイッチング電源の出力（2次側）の検査では、模擬負荷として電子負荷とリップル電圧を測定するリップルノイズメーターを使用した試
験が一般的です。2台必要となることで価格や設置スペース、検査速度（2台分通信アクセスが必要）に不満となるケースがあります。
弊社電子負荷Load  Stationシリーズでは、オプションでリップルノイズ測定ボード(RC-02A)を内蔵することが可能で
す。1台の電子負荷でスイッチング電源の出力（2次側）検査が可能となり、不満点を解消することが出来ます。  またリップルとノイズ
測定値を同時にLCDパネルに表示できるため、面倒な切替作業無しに瞬時に確認することができます。
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特長

オシロライクな操作性。抵抗負荷と同様の特性をもち電流遅れのない立ち上がりを実現

一般的な電子負荷で発生するLOAD ON時のオーバーシュート電流を排除

スイッチング電源検査規格RC-9131D（ JEITA）に準拠したリップルノイズメータを搭載

関連製品

直流電子負荷「Load Stationシリーズ」

https://www.keisoku.co.jp/pw/app/317/
https://www.keisoku.co.jp/pw/product/load/dc-load/load_station/

